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熊本大学教育学部附属実践研究指導センターでは
1989年に，教育実習事前指導の一環としてグルー
プ。ワークを導入した．その概要と成果については，
吉田（1992)，吉田・吉山（1997）によって報告さ
れている．この教育実習事後指導は1998年度まで１０
年間にわたって実施された．その後，1999年度に
至って，このコースは４年次事後指導として行われ
ることになった．これについても，吉田・吉山
（2001,2002）が，その一連の効果を検討している。
こうした研究を踏まえて，吉田（2004,2005）は，
事後指導終了時点での参加者たちの自由記述を分析
している．それによって，これまでとは異なる視点
から教育実習事後指導の効果が明らかにされると考
えたからである．本稿では，そこで取り上げること
ができなかった自由記述について，引き続き検討を
行う．
自由記述とその分析
ここで対象にする自由記述は2003年度に実施した
「熊本大学教育学部教育実習事後指導」のうち，
「グループワーク」に出席した学生から得られたも
のである．本コースは熊本大学教育学部附属教育実
践総合センターが企画。実施する「教育実習事後指
導」４コースのうちのひとつである．コースは１日
のスケジュールで，６月２１日，２２日の２回にわたっ
て開催された．コースの内容については，吉田・吉
山（2001）を参照されたいスケジュールは大きく
二つのパートに分けられる．まず最初に参加者がお
互いを知るウォーミングアップを行う．その後，実
習を行った熊本大学教育学部附属小学校・中学校生
徒の声を分析する．後者は，児童・生徒が，「実習
生の先生でよかったと思うこと」「実習生の先生に
もっとして欲しかったこと」について自由に回答し
たカードを使用する．この部分が「グループワー
ク」の中心的な課題になる．参加者数は２コースの
合計で79名である．なお，５５名の自由記述について
は，すでに吉田（2004,2005）で報告している．ま
た，実習生の記述は明らかな誤字などを除いて，原
文のまま褐識することにした．
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写真１カード化した児黄・生徒の声
1．実習の具体的な場面を思いだし，よく考えるこ
とができました．自分一人，あるいは実習生同士
で実習を振り返るより，子どもの生の声をもとに
して振り返る方が反省点や課題がはっきり見えて
くるような気がしました．子どもは実習生に対し，
慣れているのか諦めているのか見切りをつけてい
るのか，はたまたやさしいのか厳しいことをロに
出しては言いません．しかし心の中では様々なこ
とを思い考えているのですね．実習中は忙しく，
子どもはどんなことを考えているかなんて考える
余裕がありませんでした．今日は子どもの思いを
じっくりと考えることができてよかったです．
＊熊本大学教育学部附属教育実践総合センター：860-0081
熊本市京町本丁５番12号 実習中に自分を振り返ることができれば，それ
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がもっとも望ましい。しかし，ダイナミックに動
く現実の場で，自分を客観的に観察することは現
職の教師でも容易では寒い。したがって．改めて
子どもの生の声を聞くことで，自分の行動議客観
視することができるのである。こうした視点を持
●こと自身が，参加者たちの今後の生き方にも望
ましい影響を及ぼすことが期待される。
思います。子どもたちは私たちのことをよく見て
いるなと今日改峰て思いました。私は全て鰯実習
を終えた今でもこれからクリアしていかなければ
ならない課題が山積み鑓ということに気づきまし
た。もし教師となって，子どもたちからその部分
について指摘を受けても，それをありがたく受け
止め，改善に向けて常に努力していくことを忘れ
ないようにしたいと思います。
2.．講座のグループ活動がとても印象に残りました｡
これまで－度も話したことのない人ばかりでした
が，名前紹介リレーや自己紹介をすすめるうちに
緊張がほぐれ，最後のＫＪ法では昔から知ってる
人たちのようにうち解けて活動することができた
と思います．今日行ったグループ活動はクラス替
えをしたばかりの児童・生徒に行わせてみると楽
しいのではと思いました．また，教生に対して児
童・生徒の素直な声が聞けてこれから改善する点
などが知れてよかったです。同じ内容でも良かっ
た点としてあげていた子，悪い点としてあげてい
た子，様々であることがよく伝わってきました。
今日，実行すると決めた行動については達成でき
るようになりたいです．一日ありがとうございま
した．
対人関係のメキルを身につけることは，教師に
とって必須の要件である．その向上のためには，
影響を与えている児童。生徒からの評価を真蟄に
受け止めることが欠かせ薮い自分自身では十分
に行動しているつもりでいても，それが相手に見
えなければ影響力にはなり得なし､のである。もち
ろん，児童・生徒の視点がすべて「正しい」とは
限らないしかし，まずは子どもたちに認識され
ている自分自身の行動を受け止めることが対人関
係づくりの基本である。そのうえで，誤解があれ
ば，それを修正することも必要になってくるだろ
う。この回答では‘子どもたちの視点を重視する
という姿勢が身に付く兆しを感じることができる．
４.今日とても印象に残った話は先生は子どもたち
にみすかされてもいいという話でした。先生は何
をずるのも常に子どもたちの模範でな'ﾅれぱなら
ないん麓と私自身今まで重荷というか，はたして
そんな先生になれるの芝ろうか…と思っていまし
た。それがそうでなくてもいいという話を聞いて
なんだかほっとしました．また今日は自己紹介や
実習で自信がもてたことなど自分の考えをはっき
りと他の人に話せるきっかけが持ててとても良
かった気がしました。またイメージの鏡では他の
人に自分はこんな風に写っているん鑓というのが
わかりとても楽しかったです。子どもたちの声を
自分たちで整理し，まとめた作業では今まで気づ
かなかった子どもたちの感じていること，思って
いることがわかり，反省するところもたくさんあ
りましたが，今子どもたちの素直な気持ちがわ
かって本当に良かったと私は感じました．
この回答は２つの点で注意を引く．まず第１に:
自分たちが体験したことを児童。生徒にさせては
どうかと考えている。ここで導入している方法は！
「対人関係づくりの基礎スキル」というべきもの
である．したがって，それは児童・生徒たちにも
十分に活用することができる。われわれとしても:
こうした「学んだことの一般化」が重要だと考え
ている．その点で，こうした感覚をもつ学生がい
ることは，「グループワーク」の目的が達成され
たことを示している。第２の点は，「同じ内容」
であっても，児童・生徒の評価が違うことに気づ
いていることである．多数”子どもたちを対象す
る教師にとって，児童・生徒の見方や視点が違っ
て形､ることを前提に仕事を進めていくことが必要
である。そうした事実を「グループワーク」の中
で気づいた意味は大きい。
子どもたちから「見透かされる」というキー
ワードは講話の中で使った．教師は子どもたちに
対応する際に，「弱み」を見せてはいけないと考
える傾向がある．職業人として⑳教師であるから，
それ自身は当然の気持ちだろう。しかしそれが行
きすぎると，児童・生徒から「先生はこの内容は
よく知らない記じゃない」などと言われて冷静さ
3．今日はグループ鋤メンバーと実習中に成長した
ところ，困ったところ等，様々な体験談を交換し
たり，附属小・中の子どもたちの本音を知ること
ができたり，ほんとうに勉強になった一日でした。
協力枝での子どもたちの私たち実習生への声を聞
くことはできなかったけれど，きっと附属小・中
の子どもたちと同じことを感じていたの鱈ろうと
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を欠いた対応をしたりする。そんなときに，「い
やあ，ばれてしまったかあ」といった一言が出る
かどうか。そらした発言ができる関係が子どもた
ちとの間に成立していることが重要なのである．
学生たちに伝えたこうしたメッセージが印象的な
ものとして受け止められたことが分かる．それが，
今後の自信に繋がっていくことが期待される．
このような実習を振り返る時間があると教育実習
がより深いものとなりました。本当にありがとう
ございました．
実習生は「がむしゃらに頑張って」いるのであ
る．そのこと自身は若さの現れであり，後々の成
長に繋がっていく．ただし，自分の行動や児童。
生徒の反応鞍どlこづいて冷静に分析することはむ
ずかしい。そうした状態で実習を終えた学生たち
には，子どもたちからの「行動評価」は新鮮に感
じられたよ§だ。この点で､事後指導は実習生た
ちの行動変化に望ましい影響を与えることが期待
される．
5．この事後指導によって，子どもたちの生の声が
聞けたこと，他⑬教生の声が聞けたこと，先生方
の意見が聞こえたこと，自分⑳反省ができたこと
などほんとうに実りのあるものでした。初めて会
う教生の方から，どういう印象を受けられたのか
というごともわかり，自分の発見もできました．
講座が本当にあっという間に過ぎていって，かなポ
リ有意義な時間茜ったと思います。先生のびっく
りするくらい前向きな考え方には本当に参考にな
り，私も視点を変えてプラスにもっていけるよう
な人間になりたいと強く思いました。トークも軽
快でおもしろく真似したい話術もたくさんあり，
勉強になりました。機会があれば全講座を受けた
かったです．ありがとうございました。
7．今日はグループワークということで，初いて対
面した人とも－日意見を交換したり－つのことを
考えたりして大変充実していた。最初に自己紹介
するときに実習について語ることで，自分がこれ
までの実習に対してどう思っていたか,_客観的に
振り返ることができてよかったと思う。また他の
メンバーに自分の印象について－言もらった時に
ほめてもらうことでこんなにうれしい気持ちにな
るのだと思い，生徒の能力や情緒を豊かにするた
瞼にもほめることはとても大切であると実感した
午後からは生徒の声を知ることにより反省がより
具体的なものとなった。２週間生徒と接した中で
私が授業観察で子どもを見ていた以上に子どもた
ちは私たち教生のことを見ている鋤篭と知り，責
任やマナーの面で新たな課題ができた．
講座では，ものごとに前向きの姿勢で取り組ん
でいくことの重要性を強調した．「先生方が楽し
そうでなければ，児童・生徒が楽しいはずがな
い」「｢先生，このごろ元気が憩いね｣|・子どもた
ちからこん鞍ことを言われてはまずいでしょう」
「『先生はずるい。いつも自分だけは楽しそうに
してるんだから↓こんな文句を子どもたちから
言われるくらいがいいんじゃないでしょうか…｣．
こうした感じで，元気に前向きで行こうという
メッセージを発信したのである。この学生には‘
われわれの意図が＋分に通じたようだ。また，同
時並行で実施している事後指導の他のコースも受
けたかったという希望を述べている．こうした期
待にも応えていきたい。
実習生たちは「自己紹介」と呼んでいるが，設
計者の立場から言えば，「対人関係の基礎技術」
をトレーニングする要素を含いている．単なる
「紹介」ではなくｻﾞ他のメンバーに対する「印
象」についても互晒に交換するステップが組み込
まれているのである．この体験の中で$自分自身
が肯定的な評価を受けたことが「ぼめてもらって
うれしい気持ちに」なったのである．そうした実
体験から子ど屯をほめることの重要さを学ぶこと
は，このコースの目的でもある。その点で，ここ
で挙げた回答は，われわれの企画意図が実現して
いることを示している．
6．本日この講座に参加することができ，生徒の生
の声が聞けて，とてもうれしかったです。なかな
か本音を聞くことができないので，自分の実習の
まとめとしてもよい学びとなりました．また他の
科の人たちと実習での想い出を共有することによ
り，自分とは違った考えを聞くことができました。
グループワークも協力してできたのでよかったと
思鯵まず、また先生方のお話もとてもおもしろく
楽しんで一日を過ごすことができました．実習で
はがむしゃらに頑張るという感じ麓ったのですが，
８．午前から振り返ると，グループワークは非常に
良かったです。同じ学部でも初いて会った人ばか
りでおもしろかったです．もっと時間があれば
もつと先生方のお話が聞けたのにと思いました。
内容については午後の「生徒の声」を見てまさか
－９３－
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こぬレポートは，末尾の内容から特別看護科の
学生が書いたものと思われる。実習前後の自分の
変化に驚いている。実習そのものは大変な経験も
したようだが，人前で自分の意見が言える自分を
発見している．グループ。ワ皇クでは』同じ体験
をしたもの同士がコミュニケーションをする。そ
れによって共通の喜びやI悩みを確認し合うのであ
る．こうした流れの中で自信をつけていくことが，
その後の行動に望ましい影響をもたらすと思われ
る．
教生に対して掃除⑳ことでクレームがつくとは思
いませんでした。附属でも協力検でも掃除鐘けば
生徒に負けないくらいしていたつもりですが，教
生の中にはまじめにしていない人（もしくは自
分）がいたことが大変悔やまれます。またワーク
シートやフラッシュカードを使うことが決して生
徒のためになるということではないと感じました，
やはりパソコンの活字ではなく，たまには人間本
来の温かい字で板書してもいいかと感じました。
子どもたちの「生の声」を真筆に受け止めてい
る点では共通した内容である。ただ，ここでは具
体的な事例を取り上げて，今後の行動に生かして
いこうとする積極性が感じられる。どくに教育実
習生としては「率先垂範」すべき掃除について厳
しい目で評価されている点に反応している．「ま
じぬにしていない」と指摘された対象に「自分」
も含まれるかもしれないと考えている本人によ
れば，「生徒に負けないくらい」したつもりでい
る。しかし現実には，それが「思ったようには伝
わっでいないかもしれない」と認識していること
が伺われる。対人関係にはそうした問題がいつも
存在している．この実習生は，そのことに気づい
たようである。こうした体験が，実習生をさらに
成長させていくことが期待される。まったく同じ
意味で，「道具」を使うだけではなく板書の重要
性についても，基本に立ち返るという姿勢になっ
ている点を評価したい．
10.今日の事後指導で，他の学生がどのような実習
をしてきたのかを伺い，「そういう子どもたちの
反応があるんだ！」という発見がたくさんありま
した．実習枝によって子どもたちの実態も異なり，
その実態をつかむ上で，こういう話し合いの場と
いうのは必要なものだと感じました．また附属の
学校の子どもたちの本音がわかり，ドキッとした
り，うれしくなったりしました。教生慣れをして
いるから，教生のことは興味ないのだろうなと
思っていましたが，教生にたいして感じることを
多く持っているということがわかり，教生慣れし
ているからこそ教生に対して感じることも多く
待ってくれているのではないかと実感しました．
こ鰯発見を，自分のこれからに生かしていきたい
と思います。そして時々，子どもたちに自分の評
価（よかったところ，もう少し頑張ってほしいと
ころ）をしてもらい，自分自身をたが総ていけた
らと思います＿今日－曰ありがとうございました．
9．今日は教育学部の中にいても，今まで話したこ
とがなかった人たちとグループワークを行い，そ
の中で実習前とは違い，自分の意見をすらすら言
えるようになった自分自身に驚いた。実習中や終
了してからもできなかったことばかりを思いだし，
反省や落ち込むこともあったが，知らない人や比
較的多人数の前でも自分の意見を系統立てて話す
ことができるようになった点，教育実習の成果が
出たのだということに今日気づかされた．また午
後からは附中の生徒たちの様々な意見を知ること
ができたが，自分が一生懸命やっていたところは
子どもたちもよく見て評価してくれているし，自
分が反省した点については子どもたちも的確に指
摘してくれていた，教師も人間であり，生徒もま
た人間であるた坊，それぞれの言動により相手の
反応もまた大きく変化する．教師はとてもやりが
いがあると思う。看護師として臨床で知識・技術
を身につけ，その後ぜひ教師になりたい．
附属学校の児童・生徒たちが「教生!潰れ」して
いることば事実だろう．だから，「教生には興味
をもたない」と予想していたようだ。その判断が
違っていたことが分かり，附属のこどもたちを再
認識している．人間の成長にとって「思っていた
ことと違う」体験をすることはきわめて重要であ
る。人は，「自分判断」と違う事態が起きたとき，
それ詮拒否することもあればョ受け入れることも
ある。ここで「拒否」や「否定」の気持ちが強け
れば，個人の成長には繋がらない．そうした事実
を「受容」することによって，新しい視点が身に
付し､ていく。現実的な行動の変化を起こすことも
できるのである。
11．グループワークを通して附属や協力枝の実習の
振り返りができとても有意義な時間であったと思
う．グループのメンバーとの交流を通して様々な
ことを語り合い，また附属の子どもたちから鰯意
－９４－’
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見を知ることができ自分なりに自信が持てた点，
また気をつ[ﾅなければならない点が見えてきた．
子どもたちは自分が感じている以上I二自分たちの
姿をよくみており，たてまえ置けの行動では子ど
もたちに伝えたいことも伝わらないのであること
を実感した。子どもたちは私たちに常に子どもた
ちの模範となって行動してくれることを望んでい
ると思う。教師としてば当たり前のことであろう
が曰頃からいつも心がけておきたい．子どもとの
信頼関係とはそういった当たり前の態度をしっか
りと示していくことで生まれてくるものであると
思う。そして何よりも元気な姿で子どもたちと接
していきたいと思った．
読むことが分かって書いたものであるから，額面
通りに受け止めるのは控えるべきからしれない．
しかし，こうした回答は「グループ・ワーク」の
評価として，積極的に受け入れてもいいだろう，
われわれとしても，それなりの効果を確信し転が
ら’本講座を企画・実践しているのである．
13.今日の講座を終えて感じることは自分をありの
ままに出すということの難しさを感じました．グ
ループワークの時でも自分はこうしたいとかこう
あるべきではないかということをうまく言葉にす
ることができず，相手に気づかれなかったり，違
う意味にとらわれてしまうこということがありま
した．そのような時に自分がかわらなければなら
ないと思うことがよくありました。そぬ時に先生
からCha-Cha-Chaの話を聴いて自分がまず変わ
ることでそのグループやまわり②人々が変わって
いくということが頭に残りました。これからは自
分が援助する立場になった時に相手のことばかり
を見るのではなく，自分⑩行動や言動などを振り
返ることがよりよい援助につながっていくのでは
ないかと考えています．
子どもたちの生の声から「当たり前」に行動を
･することの重要性に気づいている。一般的な研修
燕どでば，「困難鞍課題に気づき上「大きな目標
識発見する」参加者もいる．しかし，対人関係ス
キルなどは，日常している個々の行動を着実に変
えていくことで改善されるのである．まさに，
「当たり前の態度」で行動することが必要なので
ある。その意味で，この参加者にとっては大きな
発見をしたことになる。さらに，「なによりも元
気な姿」で接することの重要性を認識している点
も「グループ・ワーク」参加鰯成果といえるだろ
う。
この参加者は，自分を率直に開示することに難
しさを感じている。これは表現としては否定的な
ものであるが，「グループ・ワーク」の目的から
見れば望ましい反応でもある，人間の相互理解に
とって，ことばによるコミニニケーンョンは欠く
ことができないしかし，それがいつもスムーズ
に展開するとは限らないのである．ことばは人に
よって受け止め方も違・てくる．だからこそ，相
手の立場に立って考えることが重要なのである｡
そのことは，とりわけ教育の場面では強調すべき
だろう。それは，教師という大人と児童・生徒と
いう子どもとの相互理解が必裏篭からである．そ
して，そのためには相手に変化を求繊るよりも自
分の方から変わる努力をすることも重要なきっか
けになるのである。それに気づいていることが，
この学生にとってグループ・ワークの成果だと考
えられる．なお，ここでCha-ChaJChaというのは，
ChallengBtheChancetoChan深Yourself！という
文を提示して，「自分が変化するチャンスに賭け
よう」と呼びかけたことを指している．
１２．グループで協力して作業などを行うことで，グ
ループの人たちと仲良く楽しく講座を受けること
ができ，とてもうれしく思う．友達が増えてくる
ことは私たちもそうであるが，子どもたちもみん
なうれしいことだと思うので礪私が教師になった
ら，子どもたちが早く仲間同士になれるように積
極的にこのようなグループワークを取り入れてい
きたいと思う．先生方のように聞く者を引きつけ
て，末置話してもらいたいと思われるような話が
できるようにこれから努力して頑張っていきたい
と思う．
全体としては，他の参加者と同じように１日の
体験を好意的に評価している。とくに，知り合い
ができることの大事さを実感している．その経験
を踏まえて，教師としても子どもたちの「仲間づ
くり」をバックアップするために，グループ゜
ワーク的な手法を導入したいという気持ちになっ
ている．これも，グループ・ワークの成果と考え
ていいだろう．また，われわれ講師に対しても，
好煮的な評価をしている．その内容をわれわれが
14．今日の講座では，他の実習生の体験談なども聞
けてとても勉強になった．特に印象に残ったこと
はやはり生徒の生の声が聞けたことだった。授業
から日常生活におけるまで，細かな部分まで生徒
－９５－
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ば目を向けているのにばとても驚いた．そして実
習中に考えたり感じたことがそのままストレート
に生徒に伝わっているのだと実感した。生徒の生
の声を聞いてた箔生徒におしえることだけでは
なく，自らも学び，生徒に手本となるように日々
勉強していかなくてはならないと思った。今日の
講座で改いて自分を見つい直し，目標を持つこと
ができたのではないかと思う．
〈，「短すぎる」ことも避けることが強調される
こうした手続きを通して，「対人関係のスキル
アップ」の実現を目指しているのである。
、初対面の人たちと自己紹介をして何かをすると
いうことば新鮮でとても良かったです．児童の気
持ちがいろんな面から知ることができて，実際の
子どもたちが私が想像していた以上にしっかりと
感じているのだということがわかりました楚か
らこそ私たちは自分の行動に責任を持つ必要があ
るの麓と思いました。私は協力枝は高校麓ったの
ですが，そごでの実習が－番た”しかったのは，
生徒にありのままの自分で接することができたこ
とと，自分が経験してきたことでもあったため，
より生徒の気持ちになれたからだと思いました．
やはり相手を知ろうとする想いが大切なの芝と実
感できました。楽しい事後指導でした。
1６．
やはり，他の実習生とコミュニケーションでき
たことを評価している．さらに，子どもの声にも
大いに影響受けている．その点では典型的な回答
である．コースの最後には，今後の行動目標を決
定することになっている。その目標設定に子ども
たちの声を生かそうという姿勢が伺われる。ただ
し，時期的には４年生の場合，採用試験が間近に
迫っている。そして,幸いにして教職に就くこと
ができたとしても，１年近くも後のことである．
この点では，設定する目標が現実感を伴わないと
いう大きな問題がある．
子どもたちがしっかりしていることを再認識し
ている。そうであるからこそ，自分たちも行動に
責任を持つ必要性を感じてし､る．相手の行動を通
して自分を理解することは，望ましい対人関係を
気づくために欠かせない。また，人間理解の基礎
だと言うこともできる．そこで得られた情報を自
分の行動改善に生かしていくこともできる〆その
意味で，相手の行動や反応は自分の教育的薮働き
かけを映す鏡でもある．こうした謙虚さが教師自
身を成長させていくことになる．まさに，「教育」
は「鏡育」なのである。
15．まず初繊にグループの中で３ポイント自己紹介
をしたが，自分のことを３分も話すというのは難
しかったけれど，それによってメンバーのことを
ある程度理解し，うち解けて話せるようになった
と思う．初繊て会った人たちとこのように楽しく
わいわいと話や作業ができたのも，初めの自己紹
介のおかげだと思った．たがが自己紹介だけれど
も，いろいろとエ宍して学級においても初日から
みんな楽しくうち解けるようにする必要があると
思った。またこの講座を通じて小・中学生の生②
声を聞けてこれからの課題がはっきりともてたよ
うに思う。小・中学生，全学年の声を聞いて教生
に対する想いはあまり変わらないようなので，
小・中学生に対する接し方は同じでいいの鐙と感
じた．
17．私は２回とも協力枝実習で，時期的に他の実習
生もおらず，何か「－人でやっている」という感
じが強く，実習が終わっても私の実習はどう篭っ
たのだろうという感じでした。しかし今回実習に
行った大勢の人の話を聞くことができ，やっと
ああ自分は実習に行ったのだなという気持ちにな
りました。みんな同じようなことで悩んでいたこ
と，すばらしいアイディアなど，とても勉強にな
りました．みんなの意識が高いことにも，良い刺
激を受|ナましたまた同じ学部なのに４年生に
なって初めて話をした人も多く知り合いが増えた
というのもうれしかったことの一つです。今日の
グループでの自己紹介の仕方など，楽しく，なる
ほど，と参考になりました。今日－日楽しく学ぶ
ことができました＿ありがとうございました＿
ここで「自己紹介」と書かれているが，グルー
プ・ワークでは，その進め方に工夫が凝らされて
いる．一般的に人が集まると「まずは，自己紹
介」となる．しかし，それを流れのままにして鑓
〈と，個々人鰯提示内容や時間に大きな差が出て
くるものである．それでは，「自分を表現する」
トレーニングにはならない。そこで，あらかじめ
３つのテーマを提示し，それについて情報交換を
するように求めるのである。各人鰯持ち時間も１
テーマ１分と決ある。しかも，それを厳密に守る
ように指示する。これは，「長すぎる］だけでな
一人で実習に出かけた場合，強い不安を感じる
ことは容易に推測できる。さらに．その実習経験
－９６－
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そのものの評価にも思い悩むだろう。そうした実
習生にとって，同じ体験をした者たち同士が，互
いに情報を交換することは極あて有効だと思われ
る。自分自身の行動を振り返り意味づけをする。
みんなが同じよりな悩みを体験したことを知って
安心もする．また，新しいアイディアを聞いて納
得もする．こうした体験が，参加者たちのその後
の蓄え方や発想に肯定的な影響をおよぼすことは
容易に想像できる。これは，「グループ・ワーク」
の重要な目的の一つなのである．
べきことは言ってほしかったの篭なと思った。児
童生徒にとって実習生の授業はとても印象深いも
の鱈と思った．私は養護教諭養成課程であるため，
あまり授業をしない。授業をしない分どうやって
児童生徒との距離を短くしていくか考えるべきと
ころであると思う＿
教育実習生は「遠慮がち」という表現にその立
場にいるものの気持ちが表れている．実習生も
「先生」として対応されるのではあるが，やはり
未熟さの自覚もあり，「遠慮がち」になるのは自
然の流れである．そうした気持ちでいるところで，
「注意すべきことはしっかり注意して」といった
児童。生徒の声に接したのである。こうした反応
を肯定的に受け止繊て，今後の行動に活かしてい
くことができれば，「事後指導」も大きな効果巻
もたらすことになる。それだけでなく，実習中に
もこうした子どｆたちの気持ちをフィードバック
することによって期間中の行動にも望ましい効果
を与えることが期待できる．
18．子どもたちがどう，私たち教生のことを考えて
いたのかがよくわかりました．授業面ではわかり
やすいようにエ失したり，子どもたちが満足感や
達成感を味わえるよう，内容を設定することが大
切であると感じました．また生活面では元気よく，
明るく，子どもたちをぐっと引きつけられるよう，
まずは挨拶を大きな声で言うことから姶繊ていき
たいと思います。あいさつはコミュニケーション
の基礎であり，人間関係を深いていく上で，とて
も重要なことであると思うからです。今日の講座
を通して自分に足りないことがいろいろと発見で
き，これからの課題が見つかりました。今日反省
したことを，自分がかわるチャンスであるという
ふうに考え，前向きに努力していきたいと思いま
す＿
20．今日の事後指導の内容をグループに分かれての
討論だと思っていたた錫，最初自己紹介と言われ
た時は少し拍子抜けした。今日行ったことは，ほ
とんど授業などでやったことがあるものばかりで
あった。しかしグループのメジバーが今までに交
流がなかった人たちばかりであったた釣前と全く
違う雰囲気で楽しむことができた．この事後指導
が何を意味するのか最初ばっか坊ず，ただ参加し
ているという形であったが，内容が進むにつれ，
意図するものがわかり，自分の今までの実習を省
みることができたと思う。特に午後の附属中学校
の生徒達の意見はストレートな意見が多くひどく
印象深かった。もう教育実習にいくことばないが］
よい学習ができたと思う
淡々と「グループ・ワーク」を振り返っている。
多くの参ﾌｶﾛ者に見られる反応である．一日の反省
をもとに，「自分が変わる」ことを重要だと考え
ていることが分かる‘教師にとって子どもを変え
る意識は一般的に強い．しかし，実際に子どもた
ちの行動や態度に変化をもたらすのは教師側の変
化で贈ある．「グループ・ワーク」ではこの点に
ついても大いに強調されている。この回答から，
そのような趣旨が十分理解されていることが分か
る． 最初の自己紹介で拍子抜けしたという，詳細な
内容は分からないが，「授業でや・た」体験もあ
り，コースそのものの意味がつかめずにいた．し
かし，そうした疑問も徐々に解消され，最終的に
は満足できるものになったという．じつは，最初
の「自己紹介」も，単なる「紹介」ではなく，対
人関係スキルの訓練も兼ねて鑓り，いわゆる「自
己紹介」とは異なる意味合いを込めている。その
点が十分に伝わっていなかったようだ，この学生
にとっては，とくに「子どもたちの声」が大きな
インパクトを与鱈えている。
19．実習生それぞれたくさんの学びをし，教師の仕
事のやりがいというものを感じていたと思う．自
分が頑張った分だけ，子どももそれを感じとり，
子どもも自分に返してくれると思った．児童生徒
は私たちを見ていないようでしっかりと見ており！
よく覚えていると思う．私たちの行動が児童生徒
への行動に影響を与えていると思った。私は児童
生徒に対し，実習生⑳立場であるから遠慮がちに
なることが少しあったと思う．しかし彼らにとっ
てば私は先生の立場であるので遠慮せずに注意す
－９７－
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21.私はみんなと違い，母校実習でした．麓から自
分に対する生の声というわけではなかったのです
が，実習中自分が感じていたことが，附中の生徒
の意見として実際に文字として表れているのを見
て，申しわけないなとも思ったし，納得もさせら
れました。けれども自分がこう思われているので
は，という不安なままいるよりもこのように形に
表わされることによって，逆に自分でも整理をす
ることができたし，素直に反省することもできま
した。また，ChallengethechancetoChange
yourselfという言葉もとてもいい言葉鐺と思うし，
とても気に入りました．私はこの講座を通してと
ても自分に元気を与えてもらえたような感じがし
ました．参加してよかったと思います。
とができるのである。こういったことは，教師の
能力の問題ではない．アイディア次第なのである。
ほんの小さなことであるのだが，たったその小さ
な差で子どもたちを生かすも殺すも決まる教育の
大切さを改めて感じた。
「グループ・ワーク」のスタート時に導入した
ウォーミングアップについて書いている．グルー
プが構成されたときの定番メニューが「自己紹
介」である．多くの場合，それは形式的で「話す
者」と「話さない者」を際だたせるだけに終わる
ことが少なくない。「グループ・ワーク」では，
そうした意味での「自己紹介」は行わないはじ
めから「対人関係スキル」「コミュニケーショ
ン・スキル」の訓練として位置づけられている．
したがって，伝えるべき「内容」や「方法ｊにつ
いても，そのノウハウを明確に示すのである．こ
の回答者は，「小さな」「アイディア」次第で，子
どもの力を引き出せることに気づいている．その
ことが，学生自身が対人関係に関する力を持って
いることを示唆している。また，われわれの意図
が確実に伝わり，理解されていることも示してい
る．
教育学部の学生のうち，附属小中学校で実習を
行わない者もいる．そうした条件の学生は，直接
に関わった児童‘生徒からの「生の声」を聞くこ
とはできない．しかし．ここに見られるように，
直接には関わっていない子どもたちの声も大いに
参考にしようという気持ちが伝わってくる。その
意味で，「グループワーク」は幅広くて適用する
ことが可能である。「自分のこと」だけでなくザ
他の実習生に対する児童・生徒の認識を知ること
も，大いに期待されている．すでに述べたように，
“ChanengetheGhancetDChangeyuurself，,という
フレーズは，それを使って「子どもが変わらない
と嘆くのではなく＄自分が変わることに挑戦しよ
う」という意味で，参加者たちを励ましたのであ
る．学生たちは，こうした小さなことにも敏感に
反応する感受性を備えていることがわかる．
先生のＨＰを見させていた篭いたのだが，中で
もScrapBookの「教師の対人関係トレーニング」
に書かれていた内容が今日⑳活動につながってい
るの篭ろう。私は実習最終曰に生徒に簡単なアン
ケート用紙を配った。内容はいたってシンプル
「何が良かった？」「何が悪かった？」である。
これは別に事前に考えていたのではなく，最終日
になってふと思いついたのである。
「実習が終わる」そう感じたら，「自分の授業
はどうだったの鐙ろうか？」とごく自然に浮かん
鐙のである。「生徒鰯生の声を聞きたい！」そう
思い，アンケート用紙を配るま毒にいたったのだ
が，今考えてみたら，そして先生の記事を読ませ
ていただいたら至極当然のことなのである。教壇
という高いところから眺いているだけでは，生徒
の本当の声は聞こえてこない．フィードバックが
不可能なことほど恐ろしいものはない．全てのこ
とにおいてそうなのであるのだが，何度も修正を
重ねて人間というものに成長するのである。生徒
の生の声に耳を傾けずに，教師を続けていくこと
は暴走行為の他ならないのである．
最後に，近親者の不幸のために途中で退席せざる
を得なくなった参加者の自由記述を見ておこう．こ
れは数日機にレポートとして送られてきたものであ
る。やや分量が多いが，事後指導「グループ、ワー
ク」に対する評価を考えるに当たって有用な情報を
含んでいる。いくつかのパートに分けながら検討し
たい｡
22。「自由に話してごらん｡」と私は実習先で生徒に
自己紹介をさせた．しかし，どの子も決まって名
前を述べた後は，しばらく沈黙が続く．毎回私が！
「趣味は？」などとフォローばかりする羽目に
なった．今回学ん鱈というが体験したグループ
ワークは計算し尽くされた非常に効果的で有効な
アクティヴイティであったと思う．肩の力が抜け］
リラックスした状態でこそ生徒は生②声を語るこ
この学生は，実習終了後にアンケートを実施し
てｼﾐろ．実習期間中の自分の行動を振り返るた勘
－９８－
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である．こうした試みをしでいる者は少なくない
と思うが，それをその後の行動に生かせるかどう
かが課題になる。ホームページには，「児童・生
徒の教師評価」について書いていた．それを見て,
自分のアンケートを取った行動が間違いで鞍かつ
たという確信を持ったようだ。その結果，児童。
生徒の声を入れた事後指導の内容を，「フィード
バックの重要性」とい，観点から整理している．
自ら学ぶ力を持った学生である．
である．吉田（2004,2,05）の報告を合わせて77名
の分析を行った．これらのすべてに共通しているの
は．参加者たちが自分たちの実習体験を真藝に振り
返っていることである。そして‘児童。生徒の声を
しっかり受け止めようといら姿勢が見られる．受講
直後の記述であるから，内容的に「模範回答」にな
る傾向はあると思われる６しかし，それを踏まえて
も，Ｔマイナス反応」と認められるものは皆無で
あった，教育実習体験者たちが，こうした「事後指
導」を評価して砂ることは疑いない今後も，プロ
グラム内容の充実も図りながら，さらに効果的戴
コースを設計していきたい。
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皮肉に聞こえるが，この講座は当たり前のこと
ができない教師に，当たり前のことをわかりやす
く，気づかせてくれた。大学の校舎では決して学
ぶことができないことである．
願わくぱ，この講座を単発的なイベントにする
のではなく，大学の授業の１コマとして長期にわ
たって受講してみたいと思った．方法論だけを学
ぶ⑳ではなく，こうした教師と生徒の人間関係作
りが上手になるようなスキルアップを兼ね迄講義
の存在もこれから必要となってくると思う．当た
り前のことが当たり前でなくなってきているこの
世の中であるからこそ.
最後には大学の授業にまで言及している。やや
大上段に構えすぎの点はあるが，こうした「参
画」形式の授業形態が少ないことを示唆するコメ
ントである。もちろん，これほこの学生の体験に
基づく意見であり，客観的な事実ではない．しか
し，「教育実習」という実践場面での「トレーニ
ング」を充実したものにするには，「事後指導」
だけで竃〈「事前指導」などにおいても，「グ
ループ。ワーク」のような働きかけを考えてもい
いだろう。また，実習期間以外でも「対人関係ス
キル」を身につける実践的な教育プログラムを提
供することも，かなりの効果をもたらすと期待さ
れる。
まとめ
本稿では22名の実習参加者からの声を分析した。
対象にした教育実習事後指導は2003に行われたもの
－９９－
